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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）固形のロウ又は炭化水素、
　（Ｂ）２５℃で液状の油脂、エステル油、又は炭化水素、
　（Ｃ）ノニオン界面活性剤、
　（Ｄ）高級脂肪酸系アニオン界面活性剤、
　（Ｅ）エチレングリコールの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコール、
　（Ｆ）水、及び
　（Ｇ）揮発性シリコーン
が配合されたクリーム状整髪剤。
【請求項２】
　上記（Ａ）成分の配合量が８質量％以下である請求項１に記載のクリーム状整髪剤。
【請求項３】
　上記（Ｅ）成分の配合量が３質量％以下である請求項１又は請求項２に記載のクリーム
状整髪剤。
【請求項４】
　上記（Ｅ）成分の配合量が１質量％以下である請求項３に記載のクリーム状整髪剤。
【請求項５】
　上記（Ｅ）成分として液状のポリエチレングリコールが配合された請求項１から請求項
４のいずれか１項に記載のクリーム状整髪剤。
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【請求項６】
　上記（Ｇ）成分の配合量が１質量％以上１５質量％以下である請求項１から請求項５の
いずれか１項に記載のクリーム状整髪剤。
【請求項７】
　Ｂ型粘度計で計測した２５℃の粘度が１０，０００ｍＰａ・ｓ以上である請求項１から
請求項６のいずれか１項に記載のクリーム状整髪剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、クリーム状整髪剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、毛髪をセットするための整髪剤として、再整髪性、毛髪への柔軟性等に優れ
るワックスのような固形整髪料が幅広く用いられている。しかし、固形整髪料は、毛髪に
均一に塗布することが難しい。
【０００３】
　このような不都合に対し、毛髪全体に整髪剤を均一に塗布することが容易なエアゾール
スプレー整髪剤が開発されている（特開２００７－０９９６８３号公報参照）。しかし、
毛髪のセット力を保持する成分である固体の油性成分を整髪剤原液中の溶媒に溶解させる
ことは、常温では困難な場合がある。また、油性成分が析出することで、これらを十分に
噴霧できない場合もある。
【０００４】
　一方、整髪剤としては、剤型がクリーム状とされたものもある。このようなクリーム状
整髪剤は、ワックス状の剤型のものに比べてのばし易く、毛髪に均一に塗布することが容
易であるという利点がある。クリーム状整髪剤は、セット力を保持する成分として固体の
ロウ又は炭化水素を含み、整髪剤をクリーム状とする成分として脂肪酸アルカリ塩等の乳
化剤をさらに含んでいる（特開２０１１－１０２２４３号公報及び特開２０１３－０４０
１０７号公報参照）。
【０００５】
　しかし、クリーム状整髪剤では、剤型がクリーム状であるため、毛髪のセット力を向上
させるためには、固体のロウ又は炭化水素等のセット力を保持する成分の配合量を多くす
る必要がある。一方、毛髪のセット力が向上すると、セット後の毛髪に指が引っ掛かりや
すくなり、指通りが悪化するという不都合が生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－０９９６８３号公報
【特許文献２】特開２０１１－１０２２４３号公報
【特許文献３】特開２０１３－０４０１０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記不都合に鑑みてなされたものであり、毛髪のセット力を十分に確保しつ
つ、セット後の毛髪に対する引っ掛かりを抑制し、固体のロウ又は炭化水素等のセット力
を保持する成分の配合量を低減可能なクリーム状整髪剤を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、上記不都合を解決するために鋭意検討を重ねた結果、固形のロウ又は炭化
水素が配合されたクリーム状整髪剤において、さらにエチレングリコールの平均付加モル
数が３２以下のポリエチレングリコールを配合することで、上記不都合を解決できること
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を見出し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
　すなわち、本発明は、
　（Ａ）固形のロウ又は炭化水素、
　（Ｂ）液状油、
　（Ｃ）ノニオン界面活性剤、
　（Ｄ）高級脂肪酸系アニオン界面活性剤、
　（Ｅ）エチレングリコールの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコール、及
び
　（Ｆ）水
　が配合されたクリーム状整髪剤である。
【００１０】
　このようなクリーム状整髪剤によれば、（Ａ）成分の配合量を低減しつつ、毛髪のセッ
ト力を十分に確保し、セット後の毛髪に対する指の引っ掛かりを抑制することが可能とな
る。
【００１１】
　上記（Ａ）成分の配合量は、８質量％以下であるとよい。当該クリーム状整髪剤は、上
記（Ｅ）エチレングリコールの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコールが配
合されることで、上記（Ａ）成分の配合量を８質量％以下と少なくした場合であっても、
十分なセット力を確保しつつ、セット後の毛髪に対する指の引っ掛かり（指通りの悪化）
を抑制することが可能となる。
【００１２】
　上記（Ｅ）成分の配合量は、３質量％以下が好ましく、１質量％以下がより好ましい。
上記配合量を３質量％以下とすることで、十分なセット力を確保しつつ、セット後の毛髪
に対する指の引っ掛かりを抑制することが可能となる。特に、上記配合量を１質量％以下
とすることで、セット後の毛髪に対する指の引っ掛かりをより適切に抑制することが可能
となる。
【００１３】
　上記（Ｅ）成分として液状のポリエチレングリコールを配合するとよい。このように液
状のポリエチレングリコールを配合することで、セット力をより適切にし、セット後の毛
髪に対する指の引っ掛かりをより適切に抑制することが可能となる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のクリーム状整髪剤は、（Ａ）固形のロウ又は炭化水素、（Ｂ）液状油、（Ｃ）
ノニオン界面活性剤、（Ｄ）高級脂肪酸系アニオン界面活性剤及び（Ｆ）水が配合され、
さらに（Ｅ）エチレングリコールの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコール
が配合されることにより、（Ａ）固形のロウ及び炭化水素の配合量を少なくしても毛髪の
セット力を十分に確保でき、毛髪に対する指の引っ掛かりを抑制することが可能となる。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明のクリーム状整髪剤は、水中油滴型（Ｏ／Ｗ型）乳化物の形態とされた整髪剤で
ある。当該クリーム状整髪剤は、（Ａ）固形のロウ又は炭化水素、（Ｂ）液状油、（Ｃ）
ノニオン界面活性剤、（Ｄ）高級脂肪酸系アニオン界面活性剤、（Ｅ）エチレングリコー
ルの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコール、及び（Ｆ）水が配合されたも
のである。また、当該クリーム状整髪剤は、（Ｇ）揮発性シリコーンが配合されているこ
とが好ましく、本発明の効果を損なわない範囲で、（Ｈ）その他の成分が任意に配合され
たものでも良い。以下、当該クリーム状整髪剤について詳説する。
【００１９】
＜（Ａ）固形のロウ又は炭化水素＞
　当該クリーム状整髪剤には、（Ａ）成分として、固形のロウ、固形の炭化水素、又は固
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形のロウ及び固形の炭化水素が配合される。この（Ａ）成分は、セット力の高い成分であ
り、２５℃で固形のものである。（Ａ）成分は、１種又は２種以上が用いられる。
【００２０】
　固形のロウとしては、例えば、キャンデリラロウ、ミツロウ、モクロウ、カルナウバロ
ウ、コメヌカロウ、ラノリン等が挙げられる。
【００２１】
　固形の炭化水素としては、例えば、マイクロクリスタリンワックス、パラフィン、ワセ
リン、セレシン等が挙げられる。
【００２２】
　当該クリーム状整髪剤における（Ａ）成分の配合量は、８質量％以下が好ましく、５質
量％以下がより好ましく、４質量％以下がさらに好ましい。当該クリーム状整髪剤は、（
Ｅ）エチレングリコールの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコールが配合さ
れることで、（Ａ）成分の配合量を８質量％以下と少なくした場合であっても、毛髪のセ
ット力を十分に確保しつつ、セット後の毛髪に対する指通りの悪化（指の引っ掛かり）を
抑制することが可能となる。
【００２３】
＜（Ｂ）液状油＞
　当該クリーム状整髪剤に配合される（Ｂ）液状油は、２５℃で液状の油脂、エステル油
、又は炭化水素である。（Ｂ）液状油は、（Ａ）固形のロウ又は炭化水素を溶解させるた
めのものである。
【００２４】
　（Ｂ）液状油は、１種又は２種以上が用いられる。（Ｂ）液状油としては、例えば、
　マカデミアンナッツ油、ホホバ種子油、オリーブ油、ローズヒップ油、アボカド油、パ
ーシック油、アーモンド種子油、コーン油、ヒマワリ種子油、ハイブリッドヒマワリ油、
ヘーゼルナッツ油、ヤシ油、マンゴー種子油、アボカド油不ケン化物等の油脂；
　ミリスチン酸ブチル、２－エチルヘキサン酸アルキル（例えば２－エチルヘキサン酸セ
チル、エチルヘキサン酸アルキル（Ｃ１４－１８）（括弧内の数値はアルキル基の炭素数
である））、セバシン酸ジエチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ミリスチン酸２－ヘキシ
ルデシル、ミリスチン酸イソプロピル、ミリスチン酸ポリプロピレングリコール－３ベン
ジルエーテル（ミリスチン酸ＰＰＧ－３ベンジルエーテル）、パルミチン酸イソステアリ
ル、ステアリン酸２－エチルヘキシル、イソステアリン酸フィトステリル、ダイマージリ
ノール酸ダイマージリノレイル等の液状エステル油；
　グリセリンモノセチルエーテル、モノオレイルグリセリルエーテル等のアルキルグリセ
リルエーテル；
　植物性スクワラン、スクワラン、流動パラフィン等の炭化水素；
等が挙げられる。
【００２５】
　当該クリーム状整髪剤における（Ｂ）液状油の配合量は、例えば０．５質量％以上１０
質量％以下であり、１．５質量％以上５質量％以下が好ましい。（Ｂ）液状油の含有量を
上記範囲とすることで、当該クリーム状整髪剤の粘度調整や毛髪に塗布したときの感触の
調節が容易となる。
【００２６】
＜（Ｃ）ノニオン界面活性剤＞
　当該クリーム状整髪剤に配合される（Ｃ）ノニオン界面活性剤は、１種又は２種以上が
用いられる。（Ｃ）ノニオン界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキル
エーテル、グリセリン脂肪酸エステル（例えばステアリン酸グリセリル）、ポリグリセリ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エ
ステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンラノリン、ポリオキシエチレンラノリンアルコール
、ポリオキシエチレンソルビットミツロウ、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエ



(5) JP 6764444 B2 2020.9.30

10

20

30

40

50

チレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンステロール、ポリエチレングリコール脂肪酸エ
ステル、プロピレングリコール脂肪酸エステル等が挙げられる。
【００２７】
　これらの中でも、（Ｃ）ノニオン界面活性剤として、エチレンオキサイドの平均付加モ
ル数が５モル以上１５モル以下であるポリオキシエチレンセチルエーテルを配合すると良
い。このポリオキシエチレンアルキルエーテルとしては、例えば、ポリオキシエチレンセ
チルエーテル、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエ
ーテル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンベヘニルエーテル等
が挙げられる。
【００２８】
　当該クリーム状整髪剤における（Ｃ）ノニオン界面活性剤の配合量は、例えば０．５質
量％以上１０質量％以下であり、２質量％以上５質量％以下が好ましい。（Ｃ）ノニオン
界面活性剤の配合量を上記範囲とすることで、当該クリーム状整髪剤の乳化安定性を高め
ることができ、当該クリーム状整髪剤の粘度調整や毛髪に塗布したときの感触の調節が容
易となる。
【００２９】
＜（Ｄ）高級脂肪酸系アニオン界面活性剤＞
　当該クリーム状整髪剤に配合される（Ｄ）高級脂肪酸系アニオン界面活性剤は、（Ａ）
固形のロウ又は炭化水素の乳化を安定させるためのものである。（Ｄ）高級脂肪酸系アニ
オン界面活性剤は、高級脂肪酸のアニオンであり、当該アニオンの１種又は２種以上を含
ませるために、高級脂肪酸塩、並びに／又は、高級脂肪酸及びこれを中和するアルカリを
配合する。
【００３０】
　高級脂肪酸は、１種又は２種以上が用いられる。高級脂肪酸としては、例えば、ステア
リン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ベヘニン酸、イソステアリン酸等の
直鎖状飽和脂肪酸；イソステアリン酸等の分枝状飽和脂肪酸；オレイン酸、リノール酸等
の直鎖状不飽和脂肪酸等が挙げられる。この高級脂肪酸の炭素数は、１４以上２０以下が
良い。炭素数が１４以上であると、皮膚に感じる刺激の抑制に良く、炭素数が２０以下で
あると、クリームの感触を柔らかくするのに良い。
【００３１】
　上記高級脂肪酸塩は、１種又は２種以上が用いられると良い。この高級脂肪酸塩の形態
としては、例えば、アルカリ金属塩、アミン塩である。そのアルカリ金属塩は、ナトリウ
ム塩、カリウム塩等である。また、アミン塩は、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノ
ール塩、ジイソプロパノールアミン塩、トリエタノールアミン塩等である。
【００３２】
　上記高級脂肪酸の中和用アルカリは、１種又は２種以上が用いられると良い。アルカリ
としては、無機アルカリ及び有機アルカリのいずれも使用することができる。無機アルカ
リとしては、例えば、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、アンモニア等が挙げられる。
有機アルカリとしては、例えば、アミノエチルプロパノール、アルギニン、トリエタノー
ルアミン等が挙げられる。
【００３３】
　（Ｄ）高級脂肪酸系アニオン界面活性剤における高級脂肪酸１００質量部に対するアル
カリの配合比は、１質量部以上２０質量部以下であると良い。
【００３４】
　当該クリーム状整髪剤における（Ｄ）成分の配合量は、（Ｄ）成分を高級脂肪酸として
換算したときに、例えば０．５質量％以上５質量％以下である。
【００３５】
＜（Ｅ）エチレングリコールの平均付加モル数が３２以下のポリエチレングリコール＞
　当該クリーム状整髪剤に配合される（Ｅ）ポリエチレングリコールは、毛髪のセット力
の向上、及びセット後に毛髪に対する指の引っ掛かりの抑制に寄与するものである。（Ｅ
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）ポリエチレングリコールは、エチレングリコールの平均付加モル数が３２以下のもので
ある。
【００３６】
　当該クリーム状整髪剤には、１種又は２種以上の（Ｅ）成分を配合すると良い。（Ｅ）
成分としては、例えば、ＰＥＧ－４（エチレングリコールの平均付加モル数が４のもの）
、ＰＥＧ－６（エチレングリコールの平均付加モル数が６のもの）、ＰＥＧ－８（エチレ
ングリコールの平均付加モル数が８のもの）、ＰＥＧ－１２（エチレングリコールの平均
付加モル数が１２のもの）、ＰＥＧ－１６（エチレングリコールの平均付加モル数が１６
のもの）、ＰＥＧ－２０（エチレングリコールの平均付加モル数が２０のもの）、ＰＥＧ
－３２（エチレングリコールの平均付加モル数が３２のもの）等が挙げられる。（Ｅ）成
分におけるエチレングリコールの平均付加モル数は、２５以下が良く、２０以下が好まし
く、１６以下がより好ましく、１２以下がさらに好ましい。
【００３７】
　当該クリーム状整髪剤における（Ｅ）成分の配合量は、０．１質量％以上５質量％以下
が好ましく、０．１質量％以上３質量％以下がより好ましく、０．１質量％以上１質量％
以下がさらに好ましい。（Ｅ）ポリエチレングリコールの配合量を上記範囲とすることで
、（Ａ）成分の配合量を低減しつつ、十分なセット力を確保し、引っ掛かりを抑制するこ
とが可能となる。
【００３８】
　（Ｅ）ポリエチレングリコールは、固形及び液状のいずれでもよいが、液状のものがよ
い。（Ｅ）ポリエチレングリコールが液状であることで、毛髪のセット力が向上する。
【００３９】
＜（Ｆ）水＞
　当該クリーム状整髪剤における（Ｆ）水の配合量は、特に限定されないが、例えば４０
質量％以上である。
【００４０】
＜（Ｇ）揮発性シリコーン＞
　（Ｇ）揮発性シリコーンは、当該クリーム状整髪剤の任意成分である。また、（Ｇ）揮
発性シリコーンを（Ｂ）液状エステル油等の液状油（不揮発性油性成分）と併用すること
で、当該クリーム状整髪剤の粘度調節や毛髪への塗布性の調節がより容易となる。
【００４１】
　（Ｇ）揮発性シリコーンは、１種又は２種以上が用いられる。（Ｇ）揮発性シリコーン
としては、例えば、デカメチルシクロペンタシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロ
キサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン等が挙げられる。
【００４２】
　当該クリーム状整髪剤における（Ｇ）揮発性シリコーンの配合量は、特に限定されない
が、好ましくは１質量％以上１５質量％以下、より好ましくは２．５質量％以上１０質量
％以下である。（Ｇ）揮発性シリコーンの配合量を上記範囲とすることで、当該クリーム
状整髪剤の粘度調節や毛髪への塗布性の調節がより容易となる。
【００４８】
＜（Ｈ）その他の成分＞
　（Ｈ）その他の成分は、公知の整髪剤に配合されているものから適宜選定したものであ
ると良い。（Ｈ）その他の成分としては、例えば、多価アルコール、高級脂肪酸系以外の
アニオン界面活性剤、固形油脂、液状炭化水素、不揮発性シリコーン、高分子化合物、防
腐剤、香料等が挙げられる。
【００４９】
　当該クリーム状整髪剤に１種又は２種以上の多価アルコールを配合することで、毛髪の
保湿性を向上させることができる。当該クリーム状整髪剤における多価アルコールの配合
量は、例えば１質量％以上８質量％以下である。
【００５０】
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　多価アルコールとしては、例えば、プロパンジオール、エチレングリコール、ジエチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、グリセリン、ジグリセ
リン、ブチレングリコール等が挙げられる。
【００５１】
＜ｐＨ＞
　当該クリーム状整髪剤のｐＨは、通常３以上９以下であり、５以上８以下がより好まし
い。なお、ｐＨの調整は、例えば有機酸、無機酸、アルカリ金属の水酸化物等を用いて行
うことができる。
【００５２】
＜粘度＞
　当該クリーム状整髪剤の粘度は、例えば１０，０００ｍＰａ・ｓ以上８０，０００ｍＰ
ａ・ｓ以下である。ここで、粘度は、Ｂ型粘度計において、粘度に応じて選定したロータ
ーを使用して２５℃で計測した６０秒後の値である。
【００５３】
＜使用方法＞
　当該クリーム状整髪剤は、毛髪のセット前に適量を手に取る等して、濡れている毛髪又
は乾燥している毛髪に塗布することで、毛髪をスタイリングすることができる。当該クリ
ーム状整髪剤は、パーマ処理、カラーリング処理又はブリーチ処理の履歴がある毛髪、及
びそれらの処理の履歴がない毛髪のいずれにも使用することができる。
【実施例】
【００５４】
　以下、当該クリーム状整髪剤を実施例により説明する。だたし、本発明は以下の実施例
に限定されるものではない。なお、クリーム状整髪剤における各成分の配合量としては、
全体で１００質量％となるように各成分の配合量を質量％で示し、表１ではその質量％の
表示を省略して数値のみで示している。
【００５５】
＜評価方法＞
　実施例、比較例及び参考例で行なった評価方法について説明する。
【００５６】
（毛髪のセット力）
　毛髪のセット力は、毛髪の整え易さとして評価者５人で評価した。各評価者には、評価
基準よりも「良い」、評価基準と「同等」、又は評価基準よりも「悪い」のいずれかで評
価してもらった。評者者５人の評価結果については、「良い」＝「１点」、「同等」＝「
０点」、「悪い」＝「－１点」とし、その合計点数として算出した。
【００５７】
（毛髪の引っ掛かり（指通り））
　毛髪の引っ掛かりは、セット後の毛髪の指通りとして評価者５人で評価した。各評価者
には、評価基準よりも「良い」、評価基準と「同等」、又は評価基準よりも「悪い」のい
ずれかで評価してもらった。評者者５人の評価結果については、「良い」＝「１点」、「
同等」＝「０点」、「悪い」＝「－１点」とし、その合計点数として算出した。
【００５９】
（評価基準）
　評価基準は、実施例１～５、比較例１及び参考例については比較例１であり、実施例６
～９については実施例６である。
【００６０】
＜実施例１～５、比較例１及び参考例＞
　実施例１～５、比較例１及び参考例のクリーム状整髪剤を表１に示す組成で調製し、ク
リーム状Ｏ／Ｗ型乳化物の剤型とした。
【００６１】
　実施例１～５、比較例１及び参考例のクリーム状整髪剤について、毛髪のセット力及び
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毛髪の引っ掛かりを評価した。その結果は、表１に示した。表１での「総合評価」とは、
「毛髪のセット力」の点数と「セット後の毛髪の引っ掛かり（指通り）」の点数の加算値
である。
【００６２】
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【表１】

【００６３】
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　ここで、表１の「エチルヘキサン酸アルキル（Ｃ１４－１８）」における（Ｃ１４－１
８）とは、アルキルの炭素数が１４～１８であることを意味している。
　「ポリオキシエチレンセチルエーテル（１０Ｅ．Ｏ．）」及び「ポリオキシエチレンセ
チルエーテル（６Ｅ．Ｏ．）」における（１０Ｅ．Ｏ．）及び（６Ｅ．Ｏ．）とは、それ
ぞれエチレンオキサイドの平均付加モル数が「１０」及び「６」であることを意味してい
る。
　精製水の欄の「計１００とする」とは、クリーム状整髪剤に配合される精製水以外の各
成分に、精製水の量を加えて１００質量％となるようにしたことを意味している。
【００６４】
　表１から明らかなように、実施例１～５のクリーム状整髪剤は、評価基準である比較例
１のクリーム状整髪剤に比べて、引っ掛かり（指通り）の評価がやや低いものの、セット
力の評価が優れているため、総合評価がプラスとなった。
【００６５】
　ここで、実施例１～５のクリーム状整髪剤と比較例１のクリーム状整髪剤とは、（Ａ）
成分の配合量が同じであるが、実施例１～５のクリーム状整髪剤には（Ｅ）成分が配合さ
れているのに対して、比較例１のクリーム状整髪剤には（Ｅ）成分が配合されていない。
すなわち、実施例１～５のクリーム状整髪剤は、（Ｅ）成分が配合されることで、（Ａ）
成分の配合量が少ない場合であっても好適なセット力を確保できている。
【００６６】
　また、実施例１～５のクリーム状整髪剤は、（Ａ）成分の配合量が５質量％を超え、か
つ（Ｅ）成分が配合されていない参考例のクリーム状整髪剤に比べて、セット力の評価が
やや劣るものの引っ掛かり（指通り）の評価が優れているため、総合評価で優っていた。
すなわち、実施例１～５のクリーム状整髪剤は、（Ｅ）成分が配合されることで、（Ａ）
成分の配合量が少ないにもかかわらず、（Ａ）成分の配合量が３倍である参考例と遜色の
ないセット力を確保できると同時に、引っ掛かりが抑制され、指通りに優れたものとなっ
ている。
【００６７】
＜実施例６～９＞
　実施例６～９のクリーム状整髪剤を表２に示す組成で調製し、クリーム状Ｏ／Ｗ型乳化
物の剤型とした。
　実施例６～９のクリーム状整髪剤について、毛髪のセット力、毛髪の引っ掛かりを評価
した。その結果は、表２に示した。表２での「総合評価」とは、「毛髪のセット力」の点
数及び「セット後の毛髪の引っ掛かり（指通り）」の点数の加算値である。
【００６８】
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【表２】

【００６９】
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　表２から明らかなように、実施例７～９のクリーム状整髪剤は、評価基準である実施例
６のクリーム状整髪剤と比べて、総合評価が同等又はそれ以上となった。
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